
老健 月刊 全国老人保健施設協会機関誌

2022年1月号（第32巻第10号 通巻318号）
定価1,000円（税・送料込） ※会員購読料：会費に含む

編集発行人─東 憲太郎
発行所─公益社団法人全国老人保健施設協会
〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル6階
Tel 03-3432-4165 ╱ Fax 03-3432-4172
E-mail info@roken.or.jp
HP https://www.roken.or.jp
LINE　　　　　　　facebook　

e-roken-roken
https://www.roken.or.jp

メールマガジンメールマガジン
第 号まで

配信中

＜登録・配信に関するお問い合わせ先＞　公益社団法人 全国老人保健施設協会事務局
TEL : 03-3432-4165   E-mail : info@roken.or.jp

2021年
12月15日現在

418

　この約２年間は、新型コロナウイルス感染症
のパンデミックで、世界中の人々 の行動が制限
され、感染予防と感染対策に明け暮れた自粛
生活の日々であった。誰一人このことを予想で
きた人はいなかったであろう。
　まさしく私たちは人類の歴史の１ページを刻
むことになる時代に生きている。人類の歴史を
振り返ってみると、それは、自由を獲得するた
めの戦いの歴史でもあった。しかし、新型コ
ロナウイルス感染症のパンデミックは、私たち
が血を流してまで勝ち取ってきた自由を、私た
ちの日常から、あっさりと奪い去ってしまった。
この現実は、私たちに自由の意義を認識させ
た時期であったといえる。
　一方で、病院のスタッフと同様に施設のス

タッフも社会にとって必要不可欠なエッセン
シャルワーカーであるということが、世間に改
めて認識され、高く評価された時期でもあっ
た。それは、在宅勤務という要請に縛られる
ことなく、毎日通勤して命懸けでケアに従事し
てきたからである。
　今後、ポストコロナ時代への移行に伴い、
在宅で長期自粛生活を過ごしたことにより、体
力が低下し筋力が衰え、要介護状態に落ちて
しまった多くの高齢者のリハビリを担う役割を
老健施設は期待されている。今年は、新型コ
ロナウイルス感染症が収束し、老健施設がさ
らに社会の期待に応えられる年になることを祈
念する。
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